



























































































































































































第 2時 テキストを読み，各登場人物の情報を整理。 （ⅰ）基本的事項の理解
第 3時















































































































　⑹ 2012年検定の「国語総合」教科書は 9社から 23冊出版され，「羅生門」は全ての教科書に採録されている。
その内 5社 9冊の教科書が，「学習の手引き」の中に「下人のその後」を想像（あるいは創作）する活動を設
けている。
　⑺ 「言語活動の充実に関する研究」（『東京都教職員研修センター紀要 第 10号』，2010年）を参照して作成。
参考文献（注に挙げたものは除く）
石原千秋　『『こころ』で読みなおす漱石文学』，朝日新聞出版，2013年 6月
越智治雄　「こゝろ（3）」『国文学 解釈と教材の研究 第 13巻 9号』，学灯社，1968年 7月
重松泰雄　「Kの意味―その変貌をめぐって」『国文学 解釈と教材の研究 第 26巻 13号』，学灯社，1981年 10月
高山実佐　「「こころ」の授業再考」『日本語学 第 23巻 9号』，明治書院，2004年 7月
増淵恒吉　『増淵恒吉国語教育論集　中巻』，有精堂出版，1981年 3月
10 「こころ」の新たな教材化と指導法（坂本・平沼）
【添付資料 1】　授業実践の評価規準と評価方法
（評価に関しては，神奈川県公立学校に準拠し，観点別評価を用いている。）
評価の観点 評価規準
関心・意欲・
態度
文学的な文章を書簡体小説の文章形態や文章表現に見られる特色に注意して読もうとしている。
文章に描かれた人物の心情を表現に即して読み味わい，人物を取り巻く社会状況や社会的価値
を踏まえつつ，読みを深めようとしている。
文学的な文章を読み味わい，作中人物の心情について自分が捉えたことを効果的に他の学習者
に話し，的確に聞き取り，話し合い，自分の考えを深めようとしている。
文学的な文章に描かれた人物・心情・状況を，文章・語句などから逸脱しないように読み取り，
その形象表現をもとに人物像を想像し，書簡文として表現しようとしている。
読む
文学的な文章を書簡体小説の文章形態や文章表現に見られる特色に注意して読んでいる。
文章に描かれた人物の心情を表現に即して読み味わい，人物を取り巻く社会状況や社会的価値
を踏まえつつ，読みを深めている。
話す・聞く
文学的な文章を読み味わい，作中人物の心情について自分が捉えたことを効果的に他の学習者
に話し，的確に聞き取り，話し合い，自分の考えを深めている。
書く
文学的な文章に描かれた人物・心情・状況を，文章・語句などから逸脱しないように読み取り，
その形象表現をもとに人物像を想像し，書簡文として表現する。
知識・理解
読むことに必要な語句の意味を理解している。
文脈に応じて，語句を適切に使っている。
文脈や文章に応じて，漢字を正しく使っている。
評価の観点 評価方法
関心・意欲・態度 【13％】 
ワークシートと学習振返りカード（付箋）の記述内容を分析
ペア学習の発言・行動の観察
読む 【33％】
創作した書簡体作文の記述を分析
定期テストの解答を分析
話す・聞く 【13％】
ワークシートと学習振返りカード（付箋）の記述内容の分析
ペア学習の発言・行動の観察
書く 【23％】 創作した書簡体作文の記述を分析
知識・理解 【18％】 定期テストの解答を分析
11「こころ」の新たな教材化と指導法（坂本・平沼）
【添付資料 2】　実践ワークシートと解答例
